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しで以来ここ私の沌、忙ずサとト引っか中っていて、  

その行方力碗だに確認できない馳があり  

ます。それは、有名な「牡牛と熊の闘う像」  

のことです。映像から判断する限り、どうも、  

この像もがれきの下に埋まってしまっている  

ようです云 ．→し  

東京のオー   

世界貿易センタービルの横の広場にあって、  

この有名なブロンズ像は、先行きの価格上昇  

に賭ける強気筋（英語でブル「牡牛」の意味）  

と、先行きの価格下落に賭ける弱気筋（英語  

でベア「熊」）が互いにぶつかり合う相場を象  

徴しています。これは、まさ．にウォール街の  

入り口を象徴するモニュメントになっていま  

す。牡牛は闘う時に角を「下から上に突き上  

げる」ので、価格上昇の強気を象徴し、熊は  

両手を「上から下に振り下ろす」ことから、  

価格下落を体現するのだ、という説明を受け  

たことがあります。   

私は、ニューヨークに立ち寄るたびに、必  

ずこの像に触れることを習慣にしていました。  

ツキを授けてくれるように祈ることで、この  

9月11日の夜、私も多くの人と同様に、・同  

時多発テローを報ずるテ㌣ゼ申畢奉茫ネ画  

干草 ■、一l 面を紛糾採卵鱒顔や草餅じ互  
白い土煙を上げる世界貿易センタービルをみ  

ながら、不思議な非現実感のなかでも「これ  

は大変なことになうた」とウォ∵ル街で働く  

友人、知人の安否を尋ねまわりました。  

多くの犠牲者の行方や身元がいまだに判明  

しないし、捜索および瓦解したビルの撤去に  

は、まだ1年はかかるだろうとのことですb  

このような歴史的蓼劇を前にしで、．・あまりいに  

もささいなことなので、いささ－か書く、のをは  

ばかるのですが、実は、事件をテレビで目撃  
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像を個人的なニューヨークの「道祖神」のよ  

うにみなしていました。時には、、手提げに入  

っていた日本から持参の酒をこの像にかけた  

こともありました。   

事件当日、米国の先物市場は⊥時閉鎖さ′れ  

ました。世界は、事件の経済的インパクトを  

かたず 探るために、固唾を飲んで一斉に、いまから  
オープンする東京市場の動向を注視しました。  

事件の2日前に上場した東京の原油先物市場  

も注目の的になりましたが、結果的には、全  

限月ストップ高で張りついてしま一い、商いも  

わずかしかできませんでした。わずか2日間  

でこのような大事件のインパクトを吸収する  

だけの流動性ある市場ができると考える方が、  

ないものねだりでしょうし、むしろ、東京市  

場がこのような状況下で閉鎖せずにオープン  

した、という事実を評価すべきでしょう。  

ず価格形成機能を   

L、しかし、「いま求められる先物取引の機能と   

は何か1？」という問いに対すか∴今回め事件   

の教訓は明らかです。つまり、今回のような   

世界督揺るがす事件に対しでも、その経済的  

■∴イ◆戸攣トを伸埼形成で評価できるだけの流  
ヽ  

■ 、－rし動座好あ’る先物取引市場が日本に求められて   

います。ヘッジおよび投機といちた先物取引  

t の機能を論ずろ前提として、まず⊥価格形成  
・機韓が働かな…く二元二は話になりません。  

時間脅迫って地銀をめぐる先物取引の循環   

が十全も三機能し、東京がその一環としての役  

■●l  剖を果たすに昧、、ハ「牡牛と熊の像」ががれき  

l  から再び姿を現すまでの1年間は、極めて重  
要な分岐点になるように思あれます。  
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